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は じ め に

　遠隔授業観察システムは，音楽科の授業研究や大学授

業の改善に関して，様々な可能性を気づかせてきた。第

一に，本システムを活用することによって，遠距離にあ

る附属学校での臨床的な学習指導場面を学生たちに大学

の講義の中で紹介し，筆者自身が行った音楽授業を，学

生たちと直ちに振り返り，対話的な指導を通して学習指

導の在り方を共に考えることが可能になった。第二に，

大学で講義だけを行ってきた筆者自身が学生たちに一つ

の学習指導構想と実践の事例を直接的に紹介し，理論的

に紹介してきた音楽授業の実際を具体的に把握させ，納

得させることが可能になってきた。１） しかしながら，こ

のような大学授業の成果から，新たな課題も明らかに

なってきた。第一に，臨床的な学習指導場面を観察する

ことができた学生たちが，観察で得た成果を自らの授業

実践に生かす場を工夫する必要がある。つまり，授業観

察力と授業実践力とを関連づける場が必要になってくる。

そこで，本研究では，筆者自身と学生との T.T. による模

擬授業の可能性を検討していくことにした。なぜならば，

学生にとって，大学教員との T.T. という環境は，授業の

観察によって得た知見を実践の場で大学教員と共有しな

がら実践の方法を模索する場となり，学生たちの授業観

察力と授業実践力を関連づける有効な場になると考えた

からである。第二に，学生たちが授業の構想と実践の実

際を吟味し，批評し，自分自身の授業実践力の育成に生

かすためには，音楽授業の実践者としての力量を自己点

検することができるようなガイドラインを開発する必要

がある。つまり，音楽授業の構想と展開，評価を実践し

ていく上で必要とされる諸能力の観点を明確化し，学生

たち自身が自らの能力の達成度を反省的に点検していく

ことができるようなガイドラインが必要とされていると

いうことである。

　以上のような見地から，本稿は，このような課題に迫

るための準備的な試みとして行った T.T. による音楽授業

の試みと，音楽授業の実践ために必要とされる力量を自

己点検する評価スタンダードの開発に関する検討の中間

的な報告を紹介したい。
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　遠隔授業観察システムを活用した大学授業は，学生たちの音楽授業に関する観察力をゆさぶり，臨

床的な指導力の育成を促す有効な場になる。特に，理論的な講義を展開している大学教員自身が自ら

の理論に基づいて授業を実践し，遠隔授業観察システムによって学生たちに観察させることは，音楽

科教育の理論と実践を統合的に把握させていく上で極めて有効な場になる。しかしながら，ここで学

生たちが展開した探究活動は，授業実践者としてではなく，授業観察者として展開した探究活動に留

まっている。したがって，このシステムの活用によって育まれる授業観察力が，授業実践場面で有効

に生かされ，授業実践力の育成に関連づけられていく場の工夫が必要になってくる。また，学生たち

自身が，自らの授業実践者としての力量を反省的にとらえ直すガイドラインも必要になってくる。そ

こで，本稿では，学生たちの授業観察力と授業実践力の双方を関連づける場として，大学教員と学生

との T.T. による模擬授業の演習に着目し，筆者自身が試みた T.T. による音楽授業研究の実際から，そ

の有効性と可能性を検討していく。

　また，学生たちが授業実践者としての力量を自己点検するためのガイドラインとして，評価スタン

ダードを開発していくために検討するべき問題を明らかにしていく。
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１．T.T. による音楽授業の試みが示唆する教師教育

　⑴　T.T. による音楽授業研究の成立の背景

　学生たちとの T.T．による授業実践研究を行うための

準備として，筆者は，公立小学校の教諭と T.T. による音

楽授業の機会を得ることができた。この企画は，日本芸

術教授学研究会という研究グループによって試みられた

授業研究会であった。この研究会は，１９９７年に発足し，

芸術教育に関する実践的かつ臨床的な理論研究と実践研

究を進め，その充実と発展及び交流を図るとともに，会

員相互の連携と協力を促進することを目的とした研究グ

ループである。筆者は，この研究グループに，発足の当

初から参画してきた。平成１８年８月４日と５日に開催さ

れた研究大会では，「子どもが学ぶ授業をつくる　授業を

考える　− 子ども・実践者・研究者による新たなる学び

の創造　− 」というテーマで研究行事が企画された。こ

の研究会の趣旨は，平成１８年度の研究大会の一次案内の

冒頭に記述された次のような挨拶文の中に明らかにされ

ている。

　子どもの表現は，子どもたちの学びの姿そのものであり

ます。日々教壇に立つ実践者である私たち教師に，数多く

のことを学ばせてくれます。これまで，「子どもの学び」は，

「何かを知り・わかる」といった「理解」の側面で数多く

論じられてきましたが，実践の場で出会う子どもたちの姿

は，「子どもが，行為をおこし，それにより起きる出来事

にかかわり合い，浸透し合うことにより，さまざまな意味

の成り立ちを自己のものにしていく」ことにこそ，学び本

来の姿があることを気づかせてくれてもいます。今日子ど

もたちも教師も，いわゆる「教育」や「学習」という孤独

な世界に浮遊している存在であるかのようでもあります。

本来子どもも教師も，＜今ここに共に生きるもの＞であり，

＜共に学ぶ存在である＞のではないでしょうか。そして，

その＜共に学び，生きる＞ことを成り立たせているのが，

＜授業＞という営みではないでしょうか。

　ここに示されているように，この研究会では，教育の

営みを子どもたちや教師による個別的な世界としてでは

なく，共に存在し，共に生き，共に学ぶ存在としてとら

え，授業はこのような共同的な分かち合いによって成立

していく営みの場としてとらえ直していくべきことを強

くアピールしてきた。そこで，今回は，授業実践者と授

業研究者が共同し，子どもの学びを拓こうとする共通の

フィールドに立ちながら，学習指導の在り方を考える公

開授業が試みられることになった。このような研究活動

の経緯の中で，筆者は佐賀県嬉野市の塩田小学校の水山

玲子教諭と T.T. で公開授業を行うことになった。そこで，

筆者は，このような研究会の趣旨をふまえながら子ども

たちの学びを拓く音楽授業の在り方を検討すると同時に，

学生たちの授業実践力の育成をめざした大学授業の指導

内容の基礎研究として，この T.T. による学習指導を実践

的に研究することにした。

　⑵　塩田小学校の子どもたちとの対面

　T.T. による公開授業の準備は，塩田小学校が年度を改

めた平成１８年の４月から開始した。最初は，共同授業

者である水山教諭と e mail によって連絡を取り合い，子

どもたちの学習状況を確認し，子どもたちの学びを拓く

音楽授業の内容を模索し始めた。そして，６月３０日に企

画された事前研究会で，筆者が塩田小学校を訪問し，子

どもたちと対面し，筆者自身が音楽の授業を単独で行う

ことになった。塩田小学校では，すべての授業を通常の

４５分で実施するのではなく，指導内容の特性をふまえて

弾力的に対応し，３０分で終えたり，６０分で行う授業を

平素から実施していた。そこで，筆者は，通常の４５分

授業で２コマにかけて実施する予定の授業を６０分の１

コマで実施する学習指導過程で構想した。教材は，６年

生の第一学期の歌唱教材の中で難解に思われがちな歌唱

共通教材「われは海の子」を扱うことにした。この教材

は，同じ時期に，鳴門教育大学の附属小学校でも筆者自

身によって実施し，同時に，遠隔授業観察システムを活

用して大学の講義を構想し，実践したものでもあった。

　⑶　歌唱共通教材「われは海の子」の吟味と授業の構

想

　水山教諭から示唆された子どもたちの学習状況と筆者

自身が吟味してきた歌唱共通教材「われは海の子」の特

性をふまえながら授業を構想し，その結果，児童観や教

材観，指導観は，以下のようになった。

　第１学期の生活を終えようとしている６年生の子ど

もたちは，これまでの音楽の学習において，「冬げしき」

や「おぼろ月夜」のような文語体の歌詞による唱歌と

出会ってきた。そして，子どもたちは，文語体の日本

語の美しい響きを味わい，歌詞に描かれている日本的

な自然の美しさと，音楽に象徴されている日本人的な

心情を探究し，自分なりに歌唱表現を工夫してきた。

このような学習は，子どもたちが我が国の文化のよさ

を知ると同時に，日々の生活を主観的に深く，ていね

いに見つめていく力を育んでいくために，ますます深

めていかなければならないものである。特に，最高学

年になった６年生は，「ふるさと」の学習に迫っていく

ために，歌の気持ちを想像しながら自分なりに歌唱表

現を工夫していく力を伸ばしていくことが課題になっ

ている。

　このような６年生の子どもたちにとって，「われは海



93№４（２００７）

の子」は，歌唱表現を工夫する力を伸ばし，第１学期

の生活と来るべき夏休みの生活をより豊かなものにと

らえ直していく上できわめて有効な教材である。歌詞

は白砂青松と呼ばれてきた日本的な夏の海辺の美しさ

を描いている。楽曲の構造は，簡素な和声と旋律の動

きによって，文語体の日本語による美しい響きが生か

されるように仕組まれている。音楽はさわやかな夏の

気分を象徴している。音域は，これまで学習してきた

「冬げしき」や「おぼろ月夜」に比べると広くなり，

歌唱表現の技をのばしていく上で適している。

　具体的な指導にあたっては，文語体の日本語の美し

い響きと，非和声音や最高音，旋律音形，リズムパター

ン，和声の動き等に注意を促し，子どもたちが旋律の

中にみられる拍節の構造に気づき，楽曲が象徴してい

る「さわやかな気分」を音楽から想像し，音楽の気持

ちにふさわしい歌唱表現を工夫することができるよう

に指導していきたい。そして，この楽曲との出会いを

通して，子どもたちが自分の中に潜在していた「さわ

やかな気分」を確かめ，第１学期の生活をていねいに

見つめ直し，小学生としては最後になる夏休みの生活

を有意義に過ごすことができるように促していきたい。

　このような授業の全体的な構想に基づき，６０分で完結

される授業の学習目標は以下のように設定した。

１．日本語の美しさと日本的な風情を想像させる唱歌のよ

さを知り，歌い継いでいこうとする気持ちを育むことが

できる。

２．さわやかな夏の風情を象徴している楽曲全体の曲想を

味わいながら，歌唱表現を工夫することができる。そして，

これまで体験してきた夏の生活を思い出しながら，小学

生最後の夏の日々をていねいに見つめ直すことができる。

３．賛美歌風の簡素な旋律の動きの中にみられる拍節の構

造（音楽のエネルギーの動態）を生かしながら，歌唱表

現を工夫することができる。

　また，評価の観点として，次のような内容を明らかに

した。

・文語体の日本語の響きに親しみ，楽曲の中にみられるふ

しのまとまりと音楽の盛り上がりを生かしながら，歌唱

表現を工夫することができる。

・楽曲が描いている海辺の様子と歌の気持ち（さわやかな

気持ち）を音楽から想像しながら，歌唱表現を工夫する

ことができる。

　学習指導過程に関しては，本来の４５分の授業の場合は，

５分程度の＜導入＞で既習曲を扱い，その後，教材とな

る楽曲の全体像を把握することを目的とした＜展開⑴＞

を１５分程度行い，その後，本時の目標に直接的に関わ

る特定の要素に注意を促し，音楽の全体像のとらえ直し

を促すことを目的とした＜展開⑵＞を１５分程度行い，最

後に，＜まとめ＞で本時の学習を振り返り，次時の課題

を伝えるように構想することを基本的なモデルとしてき

た。しかし，今回は，一回きりの対面を目的とした授業

であったので，６０分という授業時間の中で，本来の４５

分で２コマ分の授業内容を実践するように構想した。そ

の結果，学習指導過程は，以下に示すように，＜導入＞，

＜展開⑴＞，＜展開⑵＞，＜展開⑶＞，＜まとめ＞とい

う流れになった。

評 価 の 観 点指 導 上 の 留 意 点学　　習　　活　　動

・学習への構えが成立しているか。

・自分なりに楽曲全体の雰囲気を特

徴づけることができたか。

・四拍子の拍の流れにのりながら，

旋律の動きを概括的に把握するこ

とができたか。

１．文語体の日本語の美しい響きが　

生かされた日本の歌を学習するこ　

とが課題であることを伝える。

　・音楽の授業の雰囲気を高める。

２．楽曲全体の雰囲気を感じ取らせ　

る。

　・範唱用 CD とピアノ伴奏から楽曲

全体の雰囲気を把握させる。

　・四拍子の拍の流れにのって歌える

ようにピアノ伴奏で注意を促す。

特に，呼吸のタイミングに注意を

促し，一緒にそろえて歌い始める

ことができるように工夫させる。

１．指導者と対面する。

　・既習曲として校歌を歌う。

２．「われは海の子」の旋律の動きを

聴唱法によって把握する。

　・範唱用 CD で「われは海の子」を

鑑賞し，文語体の歌詞による唱歌

の雰囲気を味わう。

　・範唱を模倣しながら歌う。

　・ピアノ伴奏をよりどころとしなが

ら歌う。

　・ピアノ伴奏を聴き，拍の流れに注

意しながら旋律の動きを確認する。

導　入

展開⑴

本時の指導家庭



94 鳴門教育大学情報教育ジャーナル

評 価 の 観 点指 導 上 の 留 意 点学　　習　　活　　動

・歌詞の意味から描かれている情景

を確認することができたか。

・旋律の中に生かされている文語体

の日本語の美しい響きに注意を向

け，情景を音楽から想像しながら

歌唱表現を工夫することができた

か。

・楽曲の中にみられる文語体の日本

語の美しい響きと旋律の動きの中

にみられる緊張，アクセントピー

ク，弛緩の様態を生かしながら，

歌唱表現を工夫しているか。

・楽曲の中にみられるさわやかな気

分味わいながら，歌唱表現を工夫

しているか。

３．文語体の日本語の美しい響きを味

わわせながら，歌唱表現として生か

せるように工夫させる。

　・指導者の朗読を模倣しながら歌詞

を一緒に朗読し，七五調の歌詞の

中にみられる言葉のリズムを確認

させる。

　・さわやかな夏の海辺の情景と人々

の暮らしが描かれていることを確

認させる。

　・「白波」と「いそべ」「松原」「と

まや」「なぎさ」という歌詞に着

目させ，写真を参考にさせながら，

かつての日本のいたるところでみ

られた夏の海辺の自然と人々の暮

らしの様子を音楽から想像させる。

　・言葉の響きが旋律の動きの中に生

かされるように，発声に注意を促

す。特に，文節の冒頭にある母音

の発声に注意を促す。

　・文語体の日本語の美しい響きが生

かされた歌唱表現を味わわせる。

４．歌詞の内容をより詳細に確認させ

ると同時に，非和声音や最高音，旋

律音形，リズムパターン，和声の動

きによって特徴づけられている旋律

の動きに注意を促し，文語体の日本

語の美しい響きが生かされた歌唱表

現を工夫させる。

　・和声の動きと旋律の動き，文語体

の日本語の響きに注意を促し，旋

律の動きの中にみられる緊張，ア

クセントピーク，弛緩の様態を確

認させ，歌唱表現に生かすことが

できるように工夫させる。

　・「さわぐいそべ」や「わがなつか

しき」「なみを」「すいて」「いみじ

き」という歌詞とサブドミナント

を強調している和声の動きに着目

させ，日本的な夏を風情を愛好し

ている心情を音楽から想像させる。

　・楽曲が描いている情景や心情を音

楽から想像し，ふしのまとまりを

生かしながら歌唱表現ができるよ

うに工夫させる。

５．本時の学習で自分なりにとらえ　

直すことができた曲想を生かしな　

がら歌唱表現することができるよ　

うに注意を促す。

３．歌詞の意味と文語体の日本語の美

しい響きに注意しながら，歌唱表現

を工夫する。

　・文語体の日本語の響きを確かめる。

　

　・歌詞の意味を確かめる。

　・文語体の日本語の美しい響きが旋

律の動きの中に生かされた歌唱表

現を工夫する。

　・範唱用 CD を聴き，文語体の日本

語の美しい響きと歌の気持ちを確

かめる。

４．歌詞の意味とふしのまとまりに注

意しながら，楽曲全体の曲想をとら

え直し，より豊かな歌唱表現を工夫

する。

　・旋律の中にみられるエネルギーの

推移に注意しながら範唱用 CD や

ピアノ伴奏を聴き，より豊かな旋

律表現を工夫する。

　・歌詞の内容をよりどころとしなが

ら，さわやかな日本の夏の風情を

愛する心を音楽から想像し，歌唱

表現に生かせるように工夫する。

５．本時のまとめとして，ピアノ伴奏

に合わせて，3 番まで通して歌う。

展開⑵

展開⑶

まとめ
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評 価 の 観 点指 導 上 の 留 意 点学　　習　　活　　動

・文部省唱歌として歌い次がれてき

た「われは海の子」のよさを自分

なりに知ることができたか。　・本時の成果を振り返り，次時の　

学習課題を伝える。

　・本時に注意したことを思い出しな

がら歌う。

　・ワークシートで本時で学んだこと

を確認する。

　この授業を通して，子どもたちと対面し，子どもたち

の学びの状況を直知することができた。子どもたちは，

最初は，初めて男性教師から音楽の指導を受けたため，

緊張していたようであったが，授業の後半では，かなり

精力的に歌い始めた。子どもたちは，歌唱共通教材「わ

れは海の子」の学習を通して，文語体の日本語の歌詞に

よる唱歌のよさを知り，旋律表現の工夫の仕方を学ぶこ

とができたようであった。しかし，子どもたちは，まだ，二

つの声部に分かれて合唱する体験を味わっていないこと

が明らかになった。そこで，８月に実施する公開授業の

内容は，子どもたちにとって未経験であった合唱教材を

扱うことにした。その結果，公開する授業の単元は，「歌

の気持ちを合唱に」ということになった。子どもたちの

学びの状況に適した楽曲として，「星空はいつも」（教育

芸術社）を教材として扱うことになった。

　この授業のもう一つの成果は，共同授業者となる水山

教諭とのコミュニケーションが具体的に深まったことで

あった。 e mail での対話や筆者の研究論文を事前に紹介

し，筆者の音楽科教育に関する基本的な見解や音楽の学

習理論に関する知見を若干は紹介していたが，水山教諭

は，実際に筆者自身が行う授業を参観して，筆者がめざ

している音楽授業像を共有することができたように思え

た。水山教諭は，この時点で教職歴が１７年目，音楽に

関する専門的な課程での教育は受けていないがピアノに

精通し，音楽の専科教員として活躍している教員であっ

た。また，佐賀県内で音楽授業の研究授業者も体験して

いた。このようなベテラン教師であったために，わずか

な情報交換だけであったが，筆者自身の授業を観察する

ことによって，８月に試みるT.T.による音楽授業のイメー

ジが共有されたようであった。この効果は，大学におい

て，遠隔授業観察システムを活用して学生たちとの音楽

科教育の実践に関する分かち合いの成果を実感してきた

ことと同じであった。水山教諭は，音楽科教育の理念や

方法に関して，筆者との共有体験を経た後で，T.T. によ

る音楽授業構想に取り組むことになった。

　⑷　T.T. による合唱指導の構想

　歌唱共通教材「われは海の子」の実践を通して対面す

ることができた塩田小学校の６年生の子どもたちの学習

状況を念頭に置きながら，また，水山教諭と連絡を取り

合いながら，８月の公開授業に向けて本格的な授業構想

が展開されることになった。T.T. の授業を構想するため

に最初に行ったことは，子どもたちの学びの状況に関す

る認識の共有と，教材となる楽曲に関する認識の共有で

あった。子どもたちの学習状況に関する情報を水山教諭

から得ながら子ども観を共有していった。次に，子ども

たちの学習状況を確認し合った後で，教材の選定と吟味

を行い，教材観を共有していった。教材となる歌唱曲

「星空はいつも」は，旋律の動きや和声の動きが美しく，６

年生の子どもたちには魅力的な合唱曲になるように思わ

れた。そこで，教材となる楽曲の分析を通して，旋律表

現のあり方や伴奏のあり方，楽譜等の資料の工夫に関し

て，共通認識を高めていった。特に，和声と旋律の動き

を分析し，楽曲の中にみられる拍節の構造を吟味しなが

ら，子どもたちに気づかせたい音楽の仕組みと歌の気持

ちを検討した。以上のような分かち合いによる教材研究

の結果，児童観と教材観，指導観は，以下のようになった。

　６年生の子どもたちの音楽の学習に対する構えは，非常

に素直で，音楽に対しての関心は高く，音楽の美しさを象

徴する楽音構造の仕掛けに関する知的な好奇心が芽生え始

めている。また，最高学年の生活に入り，人の思いを想像

し，慈しみの心や愛する心を自分なりに想像する力は，ま

すます豊かになってきている。歌唱の学習では，歌唱共通

教材である「おぼろ月夜」と「われは海の子」を学習し，

文語体の美しい日本語の響きを生かしながら，楽曲全体の

曲想にふさわしい歌唱表現の工夫を行ってきた。また，「思

い出のメロディー」や「翼をください」のような多彩な和

声の動きをもつ楽曲にも出会い，ピアノ伴奏をよりどころ

としながら歌唱表現を工夫する学習も経験してきた。しか

しながら，子どもたちは，主として斉唱に取り組んできて

おり，２つの声部に分かれて合唱づくりを試みる学習は，

まだ本格的に取り組んではいない。とはいえ，「ラバース

コンチェルト」の器楽合奏では４つのパートに分かれて演

奏し，音の重なり合いの美しさを味わう学習を経験してきた。

　このような６年生の子どもたちにとって，「星空はいつ

も」は，歌唱表現を工夫する力を伸ばし，合唱表現の基礎

的な技を身につけていく上で有効な教材である。また，子

どもたちが音楽の美しさの探究と表現の工夫を通して，「星

空」がたとえている「愛と慈しみに満ちた人々の存在」に

気づき，日々の生活をていねいに見つめ直す上でも有効な

教材である。歌詞は子どもたちを静かに見守り，慈しんで

きた人々の存在を「星空」にたとえている。楽曲の構造は，

非和声音や借用和音，変化和音，偽進行の効果，サブドミ
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ナントを強調する和声の動きによって，反復される旋律の

動きに変化が生じるように仕組まれている。そして，この

ような音楽の仕掛けによって，子どもたちを慈しみ，子ど

もたちの将来を祈るような気持ちが象徴されている。部分

三部合唱になっている第三フレーズでは，主として三度の

響きが用いられ，合唱の表現の技を身につける教材として

適している。

　具体的な指導にあたっては，弱起の旋律の動きの中にみ

られる日本語の響きと，非和声音や借用和音，変化和音，

偽進行の効果，サブドミナントを強調する和声の動き，二

つの声部が響きあう効果等に注意を促し，子どもたちが旋

律の中にみられる拍節の構造に気づき，楽曲が象徴してい

る「愛と慈しみの心」を音楽から想像し，音楽の気持ちに

ふさわしい歌唱表現を自分なりに工夫することができるよ

うに指導していきたい。そして，この楽曲との出会いを通

して，子どもたちが自分の中に潜在していた「愛と慈しみ

の心」を確かめ，自分たちを慈しみ，見守ってくれている

人々の存在を思い浮かべ，日々の生活をていねいに見つめ

直すことができるように促していきたい。

　このような授業の構想に基づき，授業の学習目標と授

業計画は以下のように設定した。

単元目標

１．歌の気持ちを自分なりに想像しながら，音楽のよさを

分かち合い，望ましい合唱表現を工夫しようとする気持

ちを育むことができる。

２．楽曲の中にみられる歌の気持ち（愛と慈しみの心）を

音楽から想像しながら，合唱表現を工夫することができる。

３．非和声音や借用和音，変化和音の効果によって特徴づ

けられている和声の動きをよりどころとしながら，旋律

の動きを感じ取り，合唱表現に生かすことができる。

指導計画（全２時間）

第一時　・弱起の拍の流れと和声の動き，ふしのまとまり

に注意しながら，主旋律の歌唱表現を工夫する

ことができる。

　　　　・広い星空と星が瞬いている様子を音楽から想像

しながら，歌唱表現を工夫することができる。

第二時　・和声の動きと第三フレーズの低旋律の動き，二

つの声部が響きあう効果に注意しながら合唱表

現を工夫することができる。

　　　　・星空にたとえられている人々の思いを想像しな

がら，楽曲全体の曲想にふさわしい歌唱表現を

工夫することができる。

　第一時間目は，水山教諭によって４５分の授業で実施す

るように計画した。そして，第二時間目の公開授業では，

先の歌唱共通教材「われは海の子」の実践と同様に，６０

分の授業で構想した。具体的な学習指導過程は，水山教

諭との確認作業を繰り返しながら，以下のように構想し

た。ここでは，筆者と水山教諭の双方が，できるだけ対

等な立場に立って，子どもたちの学びに関わることがで

きるように構想した。

評 価 の 観 点指 導 上 の 留 意 点学　　習　　活　　動

・学習への構えが成立しているか。

・自分なりに楽曲全体の雰囲気を特

徴づけることができたか。

・弱起の四拍子の拍の流れにのりな

がら，旋律の動きを概括的に把握

することができたか。

１．弱起の音楽の特徴と，ふしのまと

まり，日本語の響きに注意しながら，

正規の伴奏で主旋律の歌唱表現を工

夫することができるようになること

がねらいであることを伝える。

　・音楽の授業の雰囲気を高める。

２．楽曲全体の雰囲気を感じ取らせる。

　・範唱用 CD とピアノ伴奏から楽曲

全体の雰囲気を把握させる。

　・弱起の四拍子の拍の流れにのって

歌えるようにピアノ伴奏で注意を

促す。特に，呼吸のタイミングに

注意を促し，一緒にそろえて歌い

始めることができるように工夫さ

せる。

１．本時の学習課題を確認する。

　・既習曲を歌う。

２．「星空はいつも」の旋律の動きを

　聴唱法によって把握する。

　・範唱用 CD で「星空はいつも」を

鑑賞し，楽曲全体の雰囲気を味わ

う。

　・範唱を模倣しながら歌う。

　・主旋律を含むピアノ伴奏をよりど

ころとしながら歌う。

　・正規のピアノ伴奏をよりどころと

しながら歌う。

　・範唱用 CD を聴き，主旋律の動き

を確認する。

導　入

展開⑴

第一時の学習指導過程（指導者：水山玲子）
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評 価 の 観 点指 導 上 の 留 意 点学　　習　　活　　動

・歌詞から描かれている情景を確認

することができたか。

・旋律の中に生かされている日本語

の響きに注意を向け，情景を音楽

から想像しながら歌唱表現を工夫

することができたか。

・楽曲の中にみられる日本語の響き

と弱起の旋律の動きの中にみられ

る緊張，アクセントピーク，弛緩

の様態を生かしながら，歌唱表現

を工夫しているか。

・日本語の響きと，弱起の旋律の動

きを生かしながら歌唱表現を工夫

することができたか。

３．範唱によって，歌詞の意味と日本

語の美しい響き，ふしのまとまりに

注意を促しながら，歌唱表現を工夫

させる。

　・指導者の朗読を模倣しながら歌詞

を一緒に朗読し，歌詞の意味と日

本語の響きを確認させる。

　・「やさしく　あおくもえ」と「や

さしく　まどにゆれ」という歌詞

に着目させ，写真を参考にさせな

がら，優しくまたたく星空の情景

を音楽から想像させる。

　・言葉の響きが旋律の動きの中に生

かされるように，発声に注意を促

す。特に，文節の冒頭にある母音

の発声に注意を促す。

　・和声の動きと弱起の旋律の動き，

日本語の響きに注意を促し，旋律

の動きの中にみられる緊張，アク

セントピーク，弛緩の様態を確認

させ，歌唱表現に生かすことがで

きるように工夫させる。

　・弱起の旋律の動きの中で日本語の

響きが生かされた歌唱表現のよさ

を味わわせる。

４．本時の学習で自分なりにとらえる

ことができた曲想を生かしながら歌

唱表現することができるように注意

を促す。

　・本時の成果を振り返り，次時の　

学習課題を伝える。

３．歌詞の意味と日本語の響き，ふし

のまとまりに注意しながら，歌唱表

現を工夫する。

　・歌詞の意味と日本語の響きを確か

める。

　・日本語の響きが生かされた歌唱表

現を工夫する。

　・旋律の中にみられるエネルギーの

推移に注意しながら範唱を聴き，

より豊かな旋律表現を工夫する。

　

　・範唱用 CD を聴き，日本語の響き

とふしのまとまり，歌の気持ちを

確かめる。

４．本時のまとめとして，ピアノ伴奏

に合わせて，３番まで通して歌う。

　・本時に注意したことを思い出しな

がら歌う。

　・ワークシートで本時で学んだこと

を確認する。

展開⑵

まとめ

T2 の 指 導 上 の 留 意 点T1 の 指 導 上 の 留 意 点学　　習　　活　　動

１．本時の学習では，日本語の響き

と弱起の旋律の動きを生かしなが

ら，部分二部合唱を試みるために，

ピアノ伴奏に注意するように伝え

る。

　・ピアノ伴奏で歌唱を促す。

２．歌詞の中にみられる日本語の抑

揚を生かすだけでなく，さらに，

弱起の旋律の動きを生かすために，

ふしの山（ピーク）に注意するよ

うに促す。

１．前時の学習の成果を振り返りなが

ら，本時は，TT で，合唱表現を工

夫する授業を試みることを伝える。

　・指揮で歌唱を促す。

２．指導者の範唱とピアノ伴奏をより

どころとさせながら，歌詞の意味と

日本語の響き，ふしのまとまりを思

い出すように促す。

１．本時の学習課題を確認する。

　・指導者と対面する。

　・校歌を斉唱する。

２．歌詞の意味と日本語の響き，ふし

のまとまりを思い出しながら，歌唱

表現を工夫する。

導　入

展開⑴

第二時の学習指導過程（指導者：T1水山玲子・T2長島真人）

「音楽の学習への構えが成立しているか」
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T2 の 指 導 上 の 留 意 点T1 の 指 導 上 の 留 意 点学　　習　　活　　動

　・旋律の動きを思い出し，正規の

伴奏で歌えるようになることが

課題であることを伝える。

　・旋律の動きや日本語の響きが生

かされているかどうかに注意し

ながら聴き，形成的な評価を行

う。

　・群読を聴き，日本語の響きが　

生かされるように工夫を促す。

　・主旋律を含む伴奏と正規の伴奏

を臨機に変換しながら，自立的

に旋律を表現することができる

ように促す。

　・ピアノ伴奏をしながら，必要に

応じて範唱を行い，弱起の旋律

の動きを提示する。

３．ふしのまとまりに注意しながら，

主旋律と同じ拍節構造が低旋律に

おいても表現できるように工夫を

促す。

　・日本語の響きと拍節構造に注意

を促しながら範唱する。

　・低旋律を範唱しながら，主旋律

と同じように，日本語の響きや

ふしのまとまりが生かされた歌

唱になるように注意を促す。

　・「愛の歌ささやき」という歌詞

に着目させ，星空の思いを音楽

から想像し，歌唱表現に生かす

ように促す。

　・聴く前に，低旋律の動きを聴き

取るように注意を促す。

４．ふしのまとまりと，和声の動き，

二つの声部が響きあう効果に注意

しながら，合唱表現を工夫するよ

うに課題を設定する。

　・前時で試みたように，旋律の動き

に注意しながら聴かせる。

　・主旋律を含むピアノ伴奏で歌唱を

促す。

　・歌詞を分節化しながら，朗読し，

その模倣を促す。特に，「星空」

が何をたとえているのかを考えな

がら模倣するように促す。

　・「やさしく　あおくもえ」と「や

さしく　まどにゆれ」という歌詞

に着目させ，写真を参考にさせな

がら，優しくまたたく星空の情景

を音楽から想像させる。

　・指揮で歌唱を促す。歌詞の動きを

思い出すことができたかどうかを

評価する。

　・歌詞を提示し，弱起の旋律を生か

すために必要とされる旋律の山を

確認させる。

３．範唱や和声の動きを伴ったピアノ

伴奏を提示しながら，低旋律の動き

を把握させる。

　

　・日本語の響きと拍節構造に注意を

促しながら範唱する。

　・和声の動きを伴いながら，低旋律

の動きを把握することができるよ

うに伴奏する。

　・ピアノ伴奏によって和声の動きを

提示しながら，合唱することがで

きるように注意を促す。

　・これまでは聴き取ることができな

かった低旋律の動きを把握するこ

とができたかどうかを確認する。

４．二つのグループに分かれて合唱表

現の工夫ができるように，学習環境

を組み替える。

　・範唱用 CD を聴き，楽曲の雰囲気

を思い出す。

　・主旋律を含む伴奏で歌う。

　・日本語の響きと歌詞の意味を思い

出す。

　・正規のピアノ伴奏で歌う。

　・旋律の中にみられるエネルギーの

推移を思い出しながら，より豊か

な旋律表現を工夫する。

３．弱起の拍の流れと和声の動きをよ

りどころとしながら，第三フレーズ

の低旋律の動きを把握し，部分二部

合唱の表現を工夫する。

　・指導者の低旋律の範唱や主旋律と

重ねた二重唱の範唱を聴く。

　・低旋律の動きを把握する。

　・二つの声部に分かれて部分二部合

唱を試みる。

　・範唱用 CD を聴き，低旋律の動き

を確認する。

４．二つの声部が響きあう効果が生か

されるように注意しながら，歌の気

持ちにふさわしい合唱表現を工夫す

る。

展開⑵

展開⑶

　「楽曲の中にみられる日本語の響きと，弱起の旋律の動きの中に

みられる緊張，アクセントピーク，弛緩の様態を思い出しながら，

歌唱表現を工夫しているか」

　「和音の動きと，ふしのまとまりに注意しながら，低旋律の動き

を把握し，楽曲全体の曲想をとらえ直しながら，合唱を試みること

ができたか。」
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T2 の 指 導 上 の 留 意 点T1 の 指 導 上 の 留 意 点学　　習　　活　　動

　・電子キーボードを活用しながら，

ふしのまとまりと低旋律の動き

に注意を促す。

　・主旋律と低旋律を交換しながら

範唱する。

　・相互に発表しあい，聴きあう前

に，批評の観点として，ふしの

まとまりと二つの声部が響きあ

う効果が生かされているかどう

か，そして，星空の気持ちが生

かされた合唱になっているかど

うかに注目するように促す。

　・「星空」「しずかに」「愛の歌」

「ささやき」という言葉に着目

させ，歌の気持ちを音楽から想

像しながら，合唱表現を工夫す

ることができるように促す。

５．本時の学習で自分なりにとらえ

直すことができた曲想を生かしな

がら歌唱表現することができるよ

うに注意を促す。

　・本時の学習の成果から，今後の

音楽の学習に生かすべきことを

総括的に示唆する。

　・電子キーボードを活用しながら，

ふしのまとまりと低旋律の動きに

注意を促す。

　・主旋律と低旋律を交換しながら範

唱する。

　・相互に分かち合い，よさを認め合

いながら，自分たちの成果を見つ

め直すように示唆する。

　・相互に発表し，気づいたことを意

識しながら，範唱用 CD を聴き，

合唱を仕上げていくことができる

ように促す。

５．本時の学習への取り組みの態度を

評価し，学習の成果を振り返りなが

ら合唱するように促す。

　・本時の成果を振り返り，次時の学

習課題を伝える。

　・二つのグループに分かれて二部合

唱の表現を工夫する。

　・二つの旋律が響きあう効果に注意

しながら，指導者による無伴奏の

範唱を聴く。

　・二つのグループに分かれて，相互

に発表しあい，望ましい合唱表現

を工夫する。

　・範唱用 CD を再度聴き，歌の気持

ちにあった歌唱表現を全員で工夫

する。

５．本時のまとめとして，ピアノ伴奏

に合わせて，全員で合唱する。

　・本時に注意したことを思い出し　

ながら歌う。

　・ワークシートで本時で学んだこ　

とを確認する。

まとめ

　「ふしのまとまりと二つの旋律が響きあう効果を生かしながら，

合唱表現を工夫することができたか」

　「歌の気持ちを合唱表現に生かすことができたか」

　⑸　T.T. による音楽授業の実践の成果

　T.T. による実践は，事前に授業者の双方で教材解釈や

学習目標の設定，学習指導過程の立案に関して，入念な

確認と共有の作業が必要であった。特に，歌唱指導の場

合は，指導者による音楽的なパフォーマンスとしてピア

ノ伴奏や範唱，指揮等の準備も共同で行う必要があった。

さらに，公開授業の前日では，構想した学習指導過程の

展開を確認しあいながら，子どもたちへの働きかけの一

つ一つを確認し合う必要があった。要するに，一人で準

備するときには必要とされなかった教授ストラテジーの

確認作業が必要になった。そのために，多大な時間を費

やすことになったが，結果としては，学習指導の詳細を

対話を通して入念に工夫し，子どもたちの学びの展開を

深く展望することが可能になった。実際の授業では，子

どもたちに音楽に注意を促す活動と，共に学び合ってい

る他の子どもたちの音楽表現に注意を促す活動を試みて

いったが，子どもたちと筆者と水山教諭の活動は，基本

的には想定していたとおりに展開され，授業を終えるこ

とができた。子どもたちは，初めて合唱教材に取り組ん

だが，音楽を共に分かち合う喜びを実感したようであっ

た。授業を終えてみると，子どもたちの学びは，一人の

教師による授業より効果的に展開されたように思われた。

子どもたちは，一人ひとりが個別的に音楽にかかわり，

探究しているのではなく，教師や他の子どもたちの表現

行為を通して音楽を探究し，自らの音楽に対する解釈を

深め，自らの音楽表現を洗練させているようであった。

特に，このような分かち合いの場において，一人の指導

者でなく，子どもたちの学びのために授業の構想を分か

ち合った複数の教師が関わった場合，子どもたちの学び

は，ますます相互に影響しあい，高め立っているようで

あった。つまり，T.T. による指導者側での分かち合いの

成果が，子どもたち相互の分かち合いの可能性をいっそ
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う高め，学びの可能性をいっそう高めていったようで

あった。子どもたちの学びが拓かれ，指導者たちの方に

も，今後の学習指導の可能性に関して，新しい発見が与

えられる授業が実現されたということである。したがっ

て，このような，入念な教材研究や子ども理解に裏付け

られた授業の構想と実践を大学で学ぶ学生たちと筆者の

中で実現することができたならば，学生たちの授業実践

力の育成がますます助長されていくように思われる。そ

れゆえに，学生たちと T.T. を組みながら，ともに音楽授

業の学習指導を研究していくためには，学生たちの授業

実践力の特性をより詳細にとらえ，学生たち自身が自ら

の授業実践力の自己点検を行っていくことができるよう

なガイドラインを開発していくことが課題になってくる。

なぜならば，学生たち一人ひとりの個性的な力量の特性

に基づいて，技や知見を共有し，学習指導を共同的に展

開していかなければならないからである。そこで，次に，

この課題について述べていく。

２．音楽授業で期待される授業実践力の特性

    −評価スタンダードの開発をめざして−

　音楽授業で期待される授業実践力は，他教科と同様に，

一般教育学と音楽科教育学，そして，音楽科教育内容学

という三つの専門分野から引き出された理論的な知識と

具体的な学習指導の経験が一個人の内面で統合されたも

のである。つまり，授業実践力は，理論知と経験知が統

合されたものである。したがって，学生たちには，音楽

科教育学を中核とした学術的な諸理論を理解する場と，

これらを授業実践の場で活用する場が大学において必要

とされている。遠隔授業観察システムの活用は，学生た

ちが音楽授業の観察を通して，観察力や批判力を高め，

自分自身の授業を反省的にとらえ直す場を提供していく

ことが大いに期待されるが，ここに T.T. による模擬授業

体験や実習授業体験が加われば，学生たちの理論知と経

験知の統合はいっそう高められることになるのではない

だろうか。そこで，最後に，学生との T.T. による授業研

究を実現させていくための準備段階として，音楽授業で

期待される授業実践力の構造とその評価スタンダードに

関して，素描しておきたい。

　反省的な思考を展開する音楽教師にとって音楽授業の

営みには，授業の構想と実践，そして，自らの授業を対

象化して評価するという三つの側面が想定される。した

がって，音楽授業で期待される授業実践力は，授業構想

力と授業展開力，そして，授業評価力という三つの側面

からとらえることができる。

　授業構想力は，音楽授業を実践する前に準備する能力

群を形成している。ここには，学習指導要領や特定の学

校カリキュラムの理論に基づいた学力観に基づいて，目

標設定の枠組みとなる目標の分類と具体的な設定に関す

る技量や，音楽の学習理論に基づいて子どもたちの学習

状況を的確に把握する能力，教材を意味づけ，授業のあ

らましを構想する能力，構想された授業の流れを学習指

導案として授業計画を成文化する能力が中核となる。さ

らに，授業の構想に関しては，教材や補助資料の選択，

教材の構造的編成，学習過程の組織化，学習形態の工夫，

教授方略の工夫等の諸能力が必要とされている。また，

授業計画の成文化に関しては，学習指導案の作成，学習

評価シートの作成，学習補助資料の作成の能力が必要と

されている。

　授業展開力は，授業構想力をふまえながら，音楽授業

の実践の場で臨機に発揮される能力群を形成している。

ここには，学習指導のために発揮される一連のパフォー

マンスの技量や，子どもたちに適切に対応する能力，教

具を活用する技量，子どもたちの学習行為を評価する能

力が中核となる。学習指導のために発揮されるパフォー

マンスは，音楽的なパフォーマンスとして，範唱，範奏，伴

奏，身体表現や指揮，アインザッツ（合図）の技量が必

要とされ，言語的なパフォーマンスとして，基礎的な発

話，適切な語彙，演技性，説明，助言，範読，例話，発

問，指示，司会，応答の技量が必要とされる。子どもた

ちへの接し方として，ジェスチャーや視線（アイコンタ

クト），表情，教室内での位置取り，子どもの発言への対

応，突発事故への対応等の技量が必要とされる。教具の

使用として，板書の内容，板書の技能，教育機器の活用

スキル，資料の活用スキルが必要とされる。

　授業評価力は，自分の授業や他者の授業を対象化し，

その成果と課題を明らかにする能力群を形成している。

ここには，自分の授業の構想と実践を評価する能力と，

他者の授業の構想と実践に対する評価する能力が必要と

される。

　このように，音楽授業で期待される授業実践力は，多

様な能力に細分化されていく。今後は，これらの諸能力

の中で中核的なものと周辺的なものとの関係を明らかに

し，学生たちに把握可能な能力体系にとらえ直していく

ことが課題である。また，これらの能力が達成された状

況を明らかにしていくために，以下のような段階を考え

ている。

第一段階：３年次の教育実習終了時に期待される達成水準

　　　　　附属学校の指導教諭の支援のもとで，円滑に実

践が展開できる状態

第二段階：４年次の教員採用試験受験時に期待される達成

水準

          　　公立学校での授業実習や教員採用試験での模擬

授業がスムーズにできる状態 
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第三段階：就職後に期待される達成水準

　　　　　授業研究会等で公開授業を行ったり，大学の実

地指導講師を行ったり，教育実習生や後輩教師

の指導が円滑にできる状態 

　これらのうち，第二段階を標準的な段階と考え，第一

段階は，その準備段階，そして，第三段階は，教師とし

ての発展をめざす方向目標的な段階として検討していく

ことにした。今後は，学生たちや附属学校の教諭の意見

を参考にしながら，よりリアルな段階に改善していく必

要がある。そして，先に明らかにした諸能力の観点に基

づいて，個々の段階の具体的な達成状況を成文化してい

くことが課題である。このことに関しては，検証的な考

察が必要になってくると考えている。

お わ り に

　遠隔授業観察システムは，大学教員の理論と経験とが

統合された臨床的な授業場面を学生たちに提供し，これ

によって，学生たちは，理論と実践が統合された具体的

な状況を観察し，自分自身の授業実践力を反省的に検討

する機械を得ることが可能になった。したがって，次に，

学生たちに期待されることは，このような反省的な思考

に裏付けられて，自らが再度実践者として学習指導を試

み，自らの授業実践力を具体的に向上させることになる。

そこで，大学では模擬授業による学習指導の演習が盛ん

に行われ，教員採用試験の準備が進められることになる

が，本研究は，この段階で直ちに学生たち一人ひとりに

単独で学習指導の演習を促すのではなく，大学教員と学

生による T.T. によって，模擬授業を展開する可能性を模

索した。T.T. による音楽授業は，事前に指導者の間で教

材や授業のねらいに関する共通理解が必要となり，臨床

的な場面では暗黙の理解に基づいて，相互の行動を予期

しあいながら，指導を展開していくことになる。したがっ

て，このような T.T. による学習指導を大学教員と学生が

行うと，演習の目的となる授業の理論や学習指導の技が

共同的に検討され，共有されていくことが期待される。

特に，このような演習の場面で，大学教員が学生たち一

人ひとりの授業実践力の達成度を明確に理解している場

合は，T.T. を通して，双方のコミュニケーションが適切

に行われ，さらに，このコミュニケーションの輪の中に

学習集団を関わらせることによって，学びの共同体がよ

りいっそう効果的に形成されていくように思われる。今

後は，授業実践力を自己点検するために活用される評価

スタンダードを暫定的に作成すると同時に，これまでの

情報メディアを活用しながら，実際に学生たちとの T.T.
を試み，より適切な教師教育の展開方法を吟味していき

たい。 

注

１）拙稿　「遠隔授業観察システムを活用した大学授業の改

善に関する実践的研究−臨床的な指導力の育成をめざし

た音楽授業の研究を通して−」『鳴門教育大学情報教育

ジャーナル』　　第３号　２００６　pp.６７−７８

                                 




